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全社方針

DX環境経営

事業方針

重点戦略

パートナー共創知的資産活用

1. 魅力ある都市のプロデュース
2. 環境関連ビジネスの強化
3. BtoC事業のデジタル変革
4. 新領域ビジネスの創造

長期経営方針
強固で独自性のある事業ポートフォリオの構築

p.33 p.37
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p.25

経営基盤の強化

ガバナンス財務資本戦略 人財・組織風土

p.27 p.45 p.78

中長期成長戦略
「 環 境 経 営 」と「 D X 」の 推 進 で

ありた い 姿 を 実 現
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全社方針

事業方針

重点戦略

パートナー共創知的資産活用

1. 魅力ある都市のプロデュース
2. 環境関連ビジネスの強化
3. BtoC事業のデジタル変革
4. 新領域ビジネスの創造

長期経営方針
強固で独自性のある事業ポートフォリオの構築

環境経営 p.33 DX p.37

p.40

p.25

私たちが考える
2030年の世界

取り組みテーマ
（マテリアリティ）

リアルの場は
行く意味を問われる時代へ

ボーダレス化による
共創の時代へ

パーソナライズされた
個客対応の時代へ

環境貢献度で
企業が選ばれる時代へ

お客さま満足度※2 90％以上 営業利益　 1,500億円以上

コミュニティ
活性化施策 100件以上 当期純利益※3 750億円以上

CO2排出量
（2019年度比） △46.2％ ROE 10％以上

デジタル活用
による取り組み 100件以上 ROA 5％以上

男性育児休暇
取得率 100％ D/Eレシオ　   2.0倍以下

取締役会の実効性
向上（第三者評価） 100％

GROUP VISION 2030

p.61

2030年度 目標指標

長期経営方針では、「GROUP VISION 2030」で定めた当社グループ

のありたい姿の実現に向けて、価値創造への取り組みテーマ（マテリ

アリティ）を踏まえたうえで、全社方針として「環境経営」「DX」、関与ア

セット拡大モデルを進化させるための事業方針として「知的資産活用」

「パートナー共創」を掲げました。また、当社グループとして考える事業

環境認識を「私たちが考える2030年の世界」として大きく４つに整

理し、それぞれに対応する重点戦略として、「魅力ある都市のプロ

デュース」「環境関連ビジネスの強化」「BtoC事業のデジタル変革」

「新領域ビジネスの創造」を定めました。全社方針および事業方針を

具体的な施策に落とし込み、新たな事業機会の創出と当社グループ

の優位性を一層強化していくことで、強固で独自性のある事業ポート

フォリオを構築し、株主価値と企業価値の向上につなげていきます。

中長期成長戦略　長期経営方針

2030年度に向けて強固で独自性のある事業ポートフォリオを構築

※1.	詳細目標についてはp.63に記載
※2.	東急こすもす会アンケート
※3.	親会社株主に帰属する当期純利益

※1
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経営基盤の強化

ガバナンス財務資本戦略 人財・組織風土

p.27 p.45 p.78
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2021-2025
中期経営計画2025

事業ポートフォリオの再構築

生産性向上・効率的投資による
利益率改善

顧客体験価値向上による
収益増加・事業機会拡大

ビジネスモデル変革による
事業価値最大化

20222021 2025
効率性

ROE 9% ROA 4%

EPS 90円以上

利益目標

営業利益 1,200億円

当期純利益※ 650億円

財務健全性

D/Eレシオ 2.2倍以下

EBITDA倍率10倍以下

中長期成長戦略　中期経営計画2025

「環境経営」と「DX」を通じた新たな事業機会と収益モデルの創出

長期経営方針における「再構築フェーズ」として、

事業ポートフォリオマネジメントにおいて「抜本的

な再構築」と位置付けた事業を中⼼に、アフターコ

ロナの再成長に向けた稼ぐ⼒と効率性の向上に

向けた事業構造改革を推進。当初想定よりも1年

前倒しで、強固で独自性のある事業ポートフォリオ

の構築に向けた基盤づくりに目処を付けました。

事業ウイングの広さを真の強みに変え、グループ

総合⼒の最大化を実現するために、グループのバ

リューチェーン改革に着手。長期経営方針におけ

る「強靭化フェーズ」に向けて、生産性向上・効率的

投資による利益率向上、顧客体験価値向上による

収益増加・事業機会拡大の推進を着実に推進し、

環境経営とDXを通じた独自性のある価値創造を

さらに加速させていきます。

グループ総合力の最大化をめざして

2023

中期経営計画の骨子

資産活用型
ビジネス

都市開発事業/ 
戦略投資事業 

 
〈めざす方向性〉 

資⾦の効率的投資や 
共創型開発などを通じた 

資産効率性向上

人財活用型
ビジネス

管理運営事業/ 
不動産流通事業 

 
〈めざす方向性〉 

労働集約型からの脱却と 
知的資産の

有効活⽤による生産性向上

〈当社グループの強み〉 

幅広いアセット活⽤

〈当社グループの強み〉 

豊富なお客さま接点

事業プロデュース⼒ 人財と運営ノウハウ

• 多様なアセットタイプの 
 開発実績
• 業界トップクラスのAUM

• 幅広いBtoC領域での 
 事業展開
• リアル中⼼の 
 コミュニケーション

• ユニークな施設づくり
• 地域に根ざした 
 プロジェクト推進

• 管理業・仲介業における
 業界トップクラスの
 プレゼンス

DX

環境経営

人財資産

※	親会社株主に帰属する当期純利益
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